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　現学習指導要領 にお い て 「粒子」 を柱 とした 内容が強調 された。 し か し，前学習指導要領 の 下で理 科

教育を受けて きた教員志望学生 の 持つ 粒子概念 の うち，粒子の 熱運動に関す る内容を調査 した もの は少

ない 。将来教員を 目指す学生 が ，どの よ うに粒子の 熱運動 を捉 えて い るか ， そ の 調査 の 始終を報告す る。
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1 ．は じめ に

　平成 20 年度の 小学校学習指導要領改訂
1 ）か ら，

「粒子」 に つ い て の 基本的な見方や概念 を柱 とす

る内容が強調 された。小中学校理科の 粒子概念は ，

「粒子の 存在」 「粒子の 結合」 「粒子 の 保存性」 「粒

子の 持 つ エ ネル ギー
」 の 4 つ の サブカ テ ゴ リー

に

分類 され る。粒子の 熱運動 は 「粒子の もつ エ ネ ル

ギ
ー

」 にあた り，小 学 4 年生 ，中学 1 年生 の 体積

変化 ， 状態変化 に関係 して い る 。 しか し，平成 10

年度改訂 版小 学校学習指導要領
2）

と比 べ ，「粒 子 」

とい う柱 と して の 位置付 けが な され て い る に も

か か わ らず ， 具体的な学習内容 の 記述は な い
。 ま

た， 5 社の 教科書に お い て も粒子 の 運 動 の 表現 は

見 られない。

　こ れ らの 指導の ためには ， 理 科 を専門 とす る教

員 だ けで な く，す べ て の教員に ，粒子 の 熱運動 の

理 解が 求め られ る。その
一

方で ，教員を志望す る

学生 を対象と した ，粒子概念 を扱 っ た認識調査 は，

村上 ら （2008），渡邊ら （1996）な どで し か行 わ

れ て い な い 。

　本研 究は，教員養成課程学生 に質問紙調査 を実

施 した。対象 は ， 平成 10 年度改定版学習指導要

領 の 下 で理科教育を受けて い る 。 物質の 粒子概念

の うち，温度 に よる粒子 の 熱運 動 に つ い て 尋ね た

もの の 調 査結果 を報告す る。

2 ．調査方法

1 ＞対象　愛知教育大学学生 100 名

2 ）時期 2014 年 10 月 〜11 月

3 ）概 要　粒子 の 熱運 動 に関す る問 い を質 問紙

（図 1 ）に よ っ て 行 っ た 。 調査は ，以下の 3 項 目

に っ い て，図 と文章で 記述 させ た 。

  常温常圧 の 気体，固体 （金属） の 粒 子 の 状態

  温度を上 げた ときの 気体，固体 （金属〉の 粒子

　の 状態

  にお い が拡散す るときの 粒子 の 広が り方

　　 　 　 図 1　 質問紙 （
一

部抜粋）

3 ．調査結果

　結果の 詳細 に つ い て は 当 日示す。
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